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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
藤原研究室では、現在主に（医療用MRIに応用されている）核磁気共鳴法を用いて、2007年に発見された鉄砒素系新高温超伝導体の研究を行っている。
新超伝導体の発現機構解明をミクロな立場から目指すとともに、圧力やキャリア数といった物理パラメータを制御したときに現れうる量子臨界現象に関心をもっている。　また、高圧技術開発にも取り組んでおり、現在4.6万気圧までの加圧に成功している。
これまでに発表した論文はここに掲示した通りで、おもにアメリカ物理学会誌に発表している。　卒業生の進路はここに掲示した通りである。
詳しくは、ホームページに掲載してあります。
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